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初
出
「
ボ
ル
テ
・
チ
ノ
日
本
の
心
」
７
号　

２
０
１
１
年
４
月

『
日
本
の
言
霊
が
、
地
球
を
救
う
』
所
収

山
波
言
太
郎

日
本
の
未
来
を
問
う

　
　

 　

第
三
の
問
い
を
発
進
さ
せ
よ

〈
目
次
〉

一
、	

尖
閣
諸
島
問
題
は
、
第
二
の
黒
船
襲
来

二
、	

い
つ
ま
で
も
「
核
の
傘
」
あ
り
と
思
う
な
、
能
天
気
日
本
人
た
ち

三
、	

二
つ
の
問
い
、
卑
怯
者
と
な
る
か
、
愛
国
者
と
な
る
か

四
、	

人
よ
、
第
三
の
問
い
を
発
せ
よ

五
、	

イ
エ
ス
は
歴
史
転
換
の
た
め
に
、
生
ま
れ
て
死
ん
だ

結
語
、
殺
人
剣
か
ら
、
活
人
剣
へ
、
庶
民
の
〈
青
人
草
〉
化
で
出
来
る

〈
参
考
〉
編
集
後
記
（「
ボ
ル
テ
・
チ
ノ
日
本
の
心
」
第
7
号
）
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「
ポ
エ
ジ
ー
か
ら
予
言
ま
で
か
け
ぬ
け
た
も
の
」
と
い
う
リ
ル
ケ
の
言
葉
を
、
山
波
言
太
郎
は

よ
く
知
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
自
分
自
身
の
こ
と
で
し
た
か
ら
。
山
波
の
詩
は
す
べ
て
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
も
の
で
す
。
空
間
に
浮
か
ぶ
文
字
を
写
し
た
天
啓
の
詩
、
自
分
の
前

世
と
思
わ
れ
る
詩
、
戦
死
者
か
ら
の
詩
な
ど
で
す
が
、
最
も
特
筆
す
べ
き
は
、
人
類
に
警
告
を

発
す
る
予
言
の
詩
の
一
群
で
す
。
次
の
巻
頭
論
文
で
は
、
山
波
が
自
作
詩
「
霧き
り

蜻と
ん
ぼ蛉

」
を
自み
ず
か

ら

予
言
詩
と
し
て
取
り
上
げ
論
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
詩
は
現
在
の
日
本
人
に
警
告
を
発
す
る
予
言

の
詩
の
よ
う
で
す
。「
霧
蜻
蛉
」
は
１
９
８
２
年
９
月
５
日
に
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
正
に

こ
の
詩
は
28
年
後
の
２
０
１
０
年
９
月
７
日
の
「
尖
閣
諸
島
問
題
」
を
予
言
し
て
い
ま
し
た
。

　

尖
閣
諸
島
問
題
は
日
本
の
危
機
、
第
二
の
黒
船
襲
来
で
あ
る
と
山
波
は
論
じ
て
い
ま
す
。
日

本
よ
「
太
平
の
ね
む
り
」
を
覚
ま
せ
、
日
本
は
こ
の
危
機
か
ら
人
類
史
の
転
換
を
せ
よ
、
そ
の

使
命
が
あ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

尚
、
本
論
文
は
、
２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
３
・
11
東
日
本
大
震
災
の
直
前
に
執
筆
さ
れ
て

い
ま
す
。
日
本
の
大
危
機
で
あ
る
３
・
11
に
つ
い
て
、
本
論
文
を
掲
載
し
た
「
ボ
ル
テ
・
チ
ノ

日
本
の
心
」
第
７
号
の
編
集
後
記
で
山
波
は
触
れ
て
い
る
の
で
、
参
考
と
し
て
本
論
文
の
あ
と

に
掲
載
し
ま
す
。

日
本
は
今
、
世
界
の
歴
史
を
転
換
さ
せ
る
役
目
を
請
け
負
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
争
を
し
た
文
明
史
か

ら
、
戦
争
を
し
な
い
文
明
史
へ
と
、
人
類
史
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
換
。　
　

　

日
本
人
よ
、
第
三
の
道
を
選
べ
！

山
波
言
太
郎　

本
文
よ
り
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一
、　

尖
閣
諸
島
問
題
は
、
第
二
の
黒
船
襲
来

　

十
五
〜
六
世
紀
の
大
航
海
時
代
以
来
、
西
欧
の
力
は
西
力
東
漸
と
呼
ば
れ
る
勢
い
で
ア
ジ
ア
に
迫
り

ま
し
た
。
十
九
世
紀
に
は
資
本
主
義
経
済
制
度
、
民
主
主
義
の
政
治
社
会
体
制
を
と
り
つ
つ
、
全
世
界

を
も
植
民
地
化
す
る
力
と
な
っ
て
ア
ジ
ア
を
覆
い
ま
す
。
眠
れ
る
獅
子
の
清
も
ア
ヘ
ン
戦
争
（
１
８
４
０

〜
４
２
）
で
英
国
に
屈
し
、
半
植
民
地
化
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。
そ
の
十
一
年
後
、
米
国
の
ペ
リ
ー

が
浦
賀
に
来
航
し
（
１
８
５
３
）、
鎖
国
中
の
日
本
に
開
港
を
迫
り
ま
す
。
こ
れ
が
黒
船
の
襲
来
で
す
。

泰
平
の
ね
む
り
を
覚
ま
す
上
じ
ょ
う

喜き

撰せ
ん

た
っ
た
四
は
い
で
夜
も
寝
ら
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
注
）
当
時
の
狂
歌

　

四
隻
の
黒
船
（
大
砲
を
備
え
、
蒸
気
力
で
走
る
軍
艦
）
に
、
日
本
国
は
震
え
あ
が
り
ま
す
。
科
学
技

術
で
裏
打
ち
さ
れ
た
武
器
、
そ
の
背
後
に
あ
る
資
本
主
義
の
経
済
力
、
そ
れ
と
国
民
を
合
理
的
に
一
つ

に
統
合
さ
せ
る
民
主
主
義
国
民
国
家
。
こ
の
西
洋
近
代
文
明
の
底
し
れ
ぬ
威
力
に
、
日
本
は
た
じ
ろ
ぎ
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鎖
国
の
夢
が
破
ら
れ
た
の
で
す
。
こ
れ
が
第
一
次
黒
船
襲
来
で
す
。

　

日
本
は
ア
ジ
ア
で
一
つ
、
い
い
え
欧
米
以
外
の
世
界
で
た
だ
一
つ
、
西
洋
式
近
代
化
を
自
力
で
急
速
に

成
し
遂
げ
た
稀
に
見
る
国
で
す
。
日
清
、
日
露
戦
争
を
経
て
、
白
人
の
大
国
ロ
シ
ア
を
破
り
近
代
式
軍
隊

と
、
立
憲
君
主
体
制
と
、
資
本
主
義
経
済
制
度
を
具
え
た
ア
ジ
ア
唯
一
の
独
立
国
家
と
し
て
君
臨
し
ま
し

た
。
た
だ
好
事
魔
多
し
、
出
す
ぎ
た
杭
は
打
た
れ
る
、
ハ
ッ
キ
リ
言
う
と
黄
禍
論
的
人
種
的
偏
見
か
ら
、

第
一
次
大
戦
後
は
欧
米
諸
国
か
ら
寄
っ
て
た
か
っ
て
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
ま
す
。
日
本
は
そ
れ
に
独
力
で

対
抗
す
る
た
め
、
満
州
事
変
を
始
め
、
日
中
戦
争
へ
と
進
み
、
太
平
洋
戦
争
へ
と
突
っ
走
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
近
隣
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
は
侵
略
に
見
え
た
面
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
窮
鼠
猫
を
噛
む
と
い
う
よ

り
、
罠
に
は
め
ら
れ
た
一
匹
狼
の
哀
れ
な
末
路
が
敗
戦
（
１
９
４
５
・
８
・
１
５
）
で
す
。

　

た
だ
こ
の
敗
戦
は
、
日
本
の
試
練
、
厄
落
と
し
、
歴
史
の
足
踏
み
の
時
間
帯
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
突
如

起
こ
っ
た
尖
閣
諸
島
事
件
（
２
０
１
０
・
９
・
７
）、
こ
れ
は
敗
戦
に
密
着
し
た
歴
史
の
部
分
で
す
。
つ
ま

り
第
二
の
黒
船
襲
来
、
日
本
人
の
眠
り
を
覚
ま
す
た
め
の
（
六
十
五
年
間
の
戦
後
レ
ジ
ー
ム
の
休
憩
時
間

帯
を
置
い
た
だ
け
の
）、
西
洋
近
代
文
明
の
第
二
襲
撃
。
で
も
、
尖
閣
諸
島
で
ぶ
っ
つ
か
っ
て
き
た
船
は

中
国
船
で
し
ょ
う
？　

い
い
え
、
あ
れ
は
西
洋
文
明
で
す
。
西
洋
発
の
共
産
主
義
と
、
御
都
合
市
場
経
済

化
の
資
本
主
義
と
、
そ
れ
と
核
武
装
と
い
う
近
代
科
学
の
武
力
の
粋
を
笠
に
被
っ
た
、
ノ
コ
ノ
コ
後
か
ら
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近
代
化
し
た
中
国
人
の
脅
か
し
襲
来
で
す
。
全
く
同
じ
、
お
金
と
武
器
の
力
に
モ
ノ
言
わ
せ
て
、
相
手
の

身み
　
ぐ
る包
み
を
剥
ぐ
ケ
モ
ノ
動
物
方
式
の
西
洋
文
明
で
す
。

　

一
難
去
っ
て
、
ま
た
一
難
、
日
本
は
明
治
維
新
で
黒
船
襲
来
を
う
ま
く
躱か
わ

し
た
積
り
が
、
未
だ
本
当
は

躱か
わ

し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
、
歴
史
的
現
実
に
今
、
気
付
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
今
、
日
本
人
に

求
め
ら
れ
て
い
る
日
本
人
の
目
覚
め
で
す
。

二
、　 

い
つ
ま
で
も
「
核
の
傘
」
あ
り
と
思
う
な
、　　
　
　
　
　
　
　

　

能
天
気
日
本
人
た
ち

　

日
本
は
敗
戦
で
平
和
国
家
に
な
り
ま
し
た
、
世
界
で
唯
一
の
。
戦
争
放
棄
の
日
本
国
憲
法
は
、
世
界
史

上
の
金
字
塔
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
人
類
五
〇
〇
〇
年
の
文
明
の
歴
史
は
、
戦
争
の
連
続
で
し
た
か
ら
。
平

和
と
幸
福
は
強
い
武
力
で
克
ち
取
る
、
守
る
。
こ
れ
が
こ
れ
ま
で
の
人
類
の
鉄
則
で
す
。
そ
れ
を
日
本
人

は
ア
ッ
サ
リ
捨
て
、
憲
法
で
世
界
に
宣
言
し
、
自
己
に
不
戦
の
鍵
を
取
り
付
け
ま
し
た
。

　

で
も
、
こ
れ
で
平
和
安
全
が
保
て
る
の
か
？　

ち
ょ
っ
と
不
安
だ
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
と
「
日
米
安
全
保

障
条
約
」
を
結
び
、
今
、
強
力
無
比
の
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
力
で
守
っ
て
貰
っ
て
い
ま
す
。
い
え
、
守
っ
て
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く
れ
る
と
安
心
し
き
っ
て
戦
後
六
十
五
年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
特
に
、
一
番
恐
い
核
兵
器
が
ア
メ
リ
カ

は
世
界
一
な
の
で
、
大
安
心
、「
核
の
傘
」
の
下
で
ノ
ゥ
ノ
ゥ
と
平
和
を
楽
し
む
太
平
楽
を
決
め
込
み
ま

し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
降
っ
て
湧
い
た
よ
う
な
尖
閣
諸
島
で
（
２
０
１
０
・
９
・
７
）、
中
国
船
が
日
本
の
巡
視
船

に
体
当
た
り
、
そ
れ
は
日
本
の
領
海
内
で
し
た
。
日
本
は
中
国
の
船
長
を
逮
捕
、
領
海
侵
犯
や
不
当
体
当

た
り
行
為
を
、
日
本
の
法
律
で
裁
こ
う
と
し
ま
し
た
。
で
も
、
ア
ッ
サ
リ
あ
き
ら
め
て
船
長
を
釈
放
し
、

不
起
訴
無
罪
放
免
と
し
ま
し
た
。
あ
ろ
う
こ
と
か
中
国
は
日
本
に
謝
罪
し
ろ
と
か
逆
に
居
直
り
、
釈
放
船

長
は
手
柄
を
た
て
た
凱
旋
将
軍
さ
な
が
ら
。
拍
手
喝
采
で
帰
国
し
ま
し
た
。
な
ぜ
こ
ん
な
事
に
？

　

中
国
が
恐
い
か
ら
で
す
。
中
国
は
急
速
に
軍
事
力
を
強
化
、
核
装
備
も
始
め
て
い
ま
す
。
も
う
ア
メ
リ

カ
と
お
っ
つ
か
っ
つ
で
す
。
こ
れ
で
日
本
の
安
全
保
障
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。
ア
メ
リ
カ
の
「
核
の

傘
」
頼
り
の
、
日
本
国
の
能
天
気
「
平
和
憲
法
」
平
和
は
、
こ
れ
か
ら
も
野
放
し
で
い
い
の
で
し
ょ
う

か
？

　

私
は
二
十
八
年
前
に
、
詩
「
霧
蜻
蛉
」
を
書
き
、
今
日
の
（
２
０
１
０
・
９
・
７
の
）
尖
閣
諸
島
問
題
を

殆
ん
ど
適
中
予
言
し
て
い
ま
し
た
。
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霧
蜻
蛉

呉ウ
ー
ス
ン淞
の
砲
台
か
ら
見
て
い
る
と

ふ
し
ぎ
な
こ
と
に

日
本
ま
で
が
見
え
る
の
だ

一
〇
〇
〇
カ
イ
リ
も
あ
る
東
支
那
海
が

血
染
め
の
日
の
丸
に
な
っ
て

空
に
映
っ
て
い
る

　
　

〈
た
し
か
一
九
九
九
年
ま
で
は
そ
の
ま
ま
で

　
　
　

決
し
て
は
た
め
く
こ
と
は
な
い
が
〉

ぜ
い
た
く
に
な
れ
き
っ
た
日
本
人
と

ま
だ
貧
し
さ
か
ら
ぬ
け
き
れ
な
い
「
支
那
人
」
の

馴
れ
合
い
の
会
話
が
洩
れ
て
い
る

蘆
溝
橋
や
柳
条＊

湖
の
方
は

遠
く
て
こ
こ
か
ら
は
見
え
に
く
い
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誰
か
が
霧
を
ま
い
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い

ぼ
や
け
た
ま
ま　

血
染
め
の
日
の
丸
が
映
っ
て
い
る
空
に

今
日
は
中
国
キ
リ
ト
ン
ボ
科
の
群
が

無
数
の
烈
し
さ
の
祝
宴
の

真
似
を
し
て
い
る

　

＊
柳
条
湖
は
満
州
事
変
（
１
９
３
１
〜
）
の
、
蘆
溝
橋
は
日
中
戦
争
（
１
９
３
７
〜
）
の
、
戦
争
勃
発
の
引
き
金
と
な
っ
た
地
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

詩
集
『
軍
靴
の
歌
』
よ
り　

〈
１
９
８
２
・
９
・
５
作
〉

〈
キ
リ
ト
ン
ボ
科
の
群
〉
と
は
何
か

　

見
え
な
い
、
羽
の
生
え
た
、
核
弾
頭
つ
け
た
ミ
サ
イ
ル
の
こ
と
で
す
。
中
国
は
弾
道
核
ミ
サ
イ
ル
（
大

気
圏
外
を
人
工
衛
星
み
た
い
に
飛
ん
で
行
く
、
核
弾
頭
を
付
け
た
ロ
ケ
ッ
ト
式
飛
翔
体
）
を
持
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
（
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
）
も
、
Ｓ
Ｌ
Ｂ
Ｍ
（
潜
水
艦
か
ら
発
射
す
る
弾
道
ミ

サ
イ
ル
）
も
あ
り
ま
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
大
気
圏
外
を
誘
導
さ
れ
長
距
離
を
飛
ぶ
の
で
、
見
え
な
い
大

型
の
脅
い
キ
リ
ト
ン
ボ
で
す
。
そ
れ
と
巡
航
核
ミ
サ
イ
ル
（
飛
行
機
式
の
核
ミ
サ
イ
ル
）
も
あ
り
ま
す
。




